
核
兵
器
に
関
す
る
国
際
法
と
赤
十
字
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
試
み
（
河
合
）

三

核
兵
器
に
関
す
る
国
際
法
と
赤
十
字
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
試
み

河

　
　合

　
　利

　
　修

は
じ
め
に

昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
八
月
六
日
広
島
に
、
九
日
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
多
数
の
人
命
が
失
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
武
力
紛
争

に
お
け
る
核
兵
器
の
使
用
は
な
い
も
の
の
、
冷
戦
中
に
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
が
核
兵
器
の
開
発
を
進
め
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
も

核
兵
器
の
保
有
国
と
な
っ
た
。
冷
戦
は
終
了
し
た
も
の
の
、
こ
れ
ら
五
カ
国
が
多
数
の
核
兵
器
を
保
有
し
て
い
る
と
同
時
に
、
あ
ら
た
に

イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
北
朝
鮮
が
核
兵
器
を
実
験
あ
る
い
は
保
有
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
も
核
兵
器
を
保
有
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
核
兵
器
の
開
発
、
保
有
に
対
し
て
国
際
社
会
は
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
関
連
す
る
条
約
を
締
結
す
る
こ

と
で
、
あ
る
程
度
の
歯
止
め
を
か
け
た
。
核
兵
器
の
実
験
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
三
年
に
「
大
気
圏
内
、
宇
宙
空
間
及
び
水
中
に
お
け
る

核
兵
器
実
験
を
禁
止
す
る
条
約
」（
以
下
、「
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
」
と
い
う
）
が
採
択
さ
れ
、
同
年
発
効
し
た
。
核
兵
器
の
保
有
に
つ
い

論

　説

（
九
二
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

四

て
は
、「
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、「
核
兵
器
不
拡
散
条
約
」
と
い
う
）
が
採
択
さ
れ
、
二
年
後
の
一
九
七
〇
年
に
発
効
し

た
。
さ
ら
に
、「
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
及
び
カ
リ
ブ
海
地
域
に
お
け
る
核
兵
器
の
禁
止
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、「
ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
条
約
」
と

い
う
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
的
な
条
約
に
よ
り
、
該
当
地
域
に
お
い
て
は
核
兵
器
の
使
用
も
含
め
た
全
面
的
な
核
兵
器
の
禁
止
が
達

成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
司
法
裁
判
所
（International C

ourt of Justice

、
以
下
「
Ｉ
Ｃ
Ｊ
」
と
い
う
）
は
、
国
際
連
合
総
会
（
以
下
、

「
国
連
総
会
」
と
い
う
）
の
要
請
に
基
づ
き
「
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
又
は
核
兵
器
使
用
の
合
法
性
」
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
を
一
九
九
五
年

に
与
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
核
兵
器
の
一
般
的
な
使
用
の
禁
止
条
約
の
採
択
は
長
い
間
達
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
右
の
諸
条
約
に
も
関

わ
ら
ず
、
核
兵
器
の
一
般
的
な
実
験
お
よ
び
保
有
も
禁
止
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
七
年
七
月
一
七
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
お
い
て
「
核
兵
器
の
禁
止
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
と
い
う
）
が
採
択
さ
れ
、
第
一
条
一
に
よ
り
核
兵
器
を
「
開

発
し
、
実
験
し
、
生
産
し
、
製
造
し
、
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
、
占
有
し
、
又
は
貯
蔵
す
る
こ
と
」
⒜
お
よ
び
「
使
用
し
、
又

は
こ
れ
を
使
用
す
る
と
の
威
嚇
を
行
う
こ
と
」
⒟
が
禁
止
さ
れ
、
核
兵
器
の
全
面
的
な
禁
止
が
達
成
さ
れ
た

（
１
）

。
核
兵
器
の
保
有
国
お
よ
び

そ
れ
ら
の
多
く
の
同
盟
国
は
こ
の
条
約
に
加
入
し
て
い
な
い
た
め
、
実
効
性
に
は
疑
問
が
持
た
れ
て
お
り
、
ま
た
、
発
効
の
条
件
で
あ
る

五
〇
カ
国
の
批
准
を
満
た
し
て
は
お
ら
ず
、
い
ま
だ
未
発
効
で
は
あ
る
が

（
２
）

、
こ
れ
ま
で
長
く
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
達
成
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
一
般
的
な
核
兵
器
の
禁
止
を
定
め
た
条
約
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
を
積
極
的
に
推
進
し
た
の
は
、
国
際
法
上
の
法
人
格
を
有
す
る
国
家
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
非
政
府
組
織
も
そ
の

採
択
に
寄
与
し
、
な
か
で
も
赤
十
字
は
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。
赤
十
字
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
に
定
め
ら
れ
た
義
務

を
履
行
す
る
非
政
府
組
織
で
あ
り
、
ま
た
国
際
人
道
法
を
研
究
、
発
展
さ
せ
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
そ
の
中
心
に
あ
る
の
が
赤
十
字
国

（
九
二
八
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

四

て
は
、「
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、「
核
兵
器
不
拡
散
条
約
」
と
い
う
）
が
採
択
さ
れ
、
二
年
後
の
一
九
七
〇
年
に
発
効
し

た
。
さ
ら
に
、「
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
及
び
カ
リ
ブ
海
地
域
に
お
け
る
核
兵
器
の
禁
止
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、「
ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
条
約
」
と

い
う
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
的
な
条
約
に
よ
り
、
該
当
地
域
に
お
い
て
は
核
兵
器
の
使
用
も
含
め
た
全
面
的
な
核
兵
器
の
禁
止
が
達

成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
司
法
裁
判
所
（International C

ourt of Justice

、
以
下
「
Ｉ
Ｃ
Ｊ
」
と
い
う
）
は
、
国
際
連
合
総
会
（
以
下
、

「
国
連
総
会
」
と
い
う
）
の
要
請
に
基
づ
き
「
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
又
は
核
兵
器
使
用
の
合
法
性
」
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
を
一
九
九
五
年

に
与
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
核
兵
器
の
一
般
的
な
使
用
の
禁
止
条
約
の
採
択
は
長
い
間
達
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
右
の
諸
条
約
に
も
関

わ
ら
ず
、
核
兵
器
の
一
般
的
な
実
験
お
よ
び
保
有
も
禁
止
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
七
年
七
月
一
七
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
お
い
て
「
核
兵
器
の
禁
止
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
と
い
う
）
が
採
択
さ
れ
、
第
一
条
一
に
よ
り
核
兵
器
を
「
開

発
し
、
実
験
し
、
生
産
し
、
製
造
し
、
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
、
占
有
し
、
又
は
貯
蔵
す
る
こ
と
」
⒜
お
よ
び
「
使
用
し
、
又

は
こ
れ
を
使
用
す
る
と
の
威
嚇
を
行
う
こ
と
」
⒟
が
禁
止
さ
れ
、
核
兵
器
の
全
面
的
な
禁
止
が
達
成
さ
れ
た

（
１
）

。
核
兵
器
の
保
有
国
お
よ
び

そ
れ
ら
の
多
く
の
同
盟
国
は
こ
の
条
約
に
加
入
し
て
い
な
い
た
め
、
実
効
性
に
は
疑
問
が
持
た
れ
て
お
り
、
ま
た
、
発
効
の
条
件
で
あ
る

五
〇
カ
国
の
批
准
を
満
た
し
て
は
お
ら
ず
、
い
ま
だ
未
発
効
で
は
あ
る
が

（
２
）

、
こ
れ
ま
で
長
く
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
達
成
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
一
般
的
な
核
兵
器
の
禁
止
を
定
め
た
条
約
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
を
積
極
的
に
推
進
し
た
の
は
、
国
際
法
上
の
法
人
格
を
有
す
る
国
家
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
非
政
府
組
織
も
そ
の

採
択
に
寄
与
し
、
な
か
で
も
赤
十
字
は
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。
赤
十
字
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
に
定
め
ら
れ
た
義
務

を
履
行
す
る
非
政
府
組
織
で
あ
り
、
ま
た
国
際
人
道
法
を
研
究
、
発
展
さ
せ
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
そ
の
中
心
に
あ
る
の
が
赤
十
字
国

（
九
二
八
）

核
兵
器
に
関
す
る
国
際
法
と
赤
十
字
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
試
み
（
河
合
）

五

際
委
員
会
（International C

om
m

ittee of the R
ed C

ross

、
以
下
「
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
と
い
う
）
で
あ
る
が
、
各
国
に
あ
る
赤
十
字
社
お
よ
び
赤
新

月
社
も
そ
の
国
に
お
い
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
上
の
役
割
を
担
い
、
ま
た
、
国
際
人
道
法
の
普
及
な
ど
の
人
道
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

赤
十
字
は
核
兵
器
の
禁
止
に
つ
い
て
も
戦
後
長
い
間
、
訴
え
続
け
て
き
た
が
、
そ
の
中
立
の
原
則
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
的
に
議
論
の

分
か
れ
る
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
に
積
極
的
に
関
わ
っ
た
の
は
、
注
目
に
値
す
る
。

本
稿
で
は
、
第
一
に
右
に
掲
げ
た
条
約
を
含
め
た
核
兵
器
に
関
す
る
諸
条
約
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
に
つ
い
て
、
概
観
す
る
。

そ
し
て
、
赤
十
字
が
核
兵
器
の
問
題
に
お
い
て
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
、
と
く
に
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
役
割
を
中
心
と
し
な
が
ら
年
代
順

に
見
て
い
き
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
赤
十
字
に
生
じ
た
か
を
考
察
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
赤
十
字
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
に
注
目

す
る
こ
と
と
し
、「
な
ぜ
」
変
化
し
た
か
に
つ
い
て
の
検
証
に
つ
い
て
は
、
資
料
な
ど
の
制
約
か
ら
今
後
の
研
究
の
課
題
と
し
た
い
。
ま

た
、
赤
十
字
は
多
義
的
で
あ
り
、
そ
の
定
義
は
難
し
い
が

（
３
）

、
本
稿
で
赤
十
字
と
は
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
赤
十
字
全
体
を
指
す

も
の
と
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
や
日
本
赤
十
字
社
が
具
体
的
な
行
動
や
発
言
を
行
っ
た
場
合
は
、
そ
の
組
織
名
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。

第
一
章

　
核
兵
器
に
関
す
る
国
際
法

前
述
の
と
お
り
、
二
〇
一
七
年
に
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
、
国
際
社
会
が
ど
の
よ
う
に
核
兵
器
を
規

制
し
よ
う
と
し
た
か
を
概
観
し
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
は
一
般
的
あ
る
い
は
地
域
的
な
核
兵
器
へ
の
取
り
組
み
に
絞
り
、
米
ソ

（
ロ
）
間
で
締
結
さ
れ
た
二
国
間
条
約
は
取
り
扱
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
核
兵
器
に
関
し
て
の
最
初
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
一
九
六
三

年
に
採
択
さ
れ
た
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
条
約
に
よ
り
、
核
兵
器
の
「
大
気
圏
内
、
宇
宙
空
間
を
含
む
大
気
圏

（
九
二
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

六

外
並
び
に
領
水
及
び
公
海
を
含
む
水
中
」（
第
一
条
一
ａ
）
に
お
け
る
実
験
は
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
は
第
三
条
に
よ
り
「
原
締
約
国
」

の
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ソ
連
の
三
カ
国
の
批
准
で
効
力
を
生
じ
る
た
め
、
採
択
か
ら
二
カ
月
あ
ま
り
の
一
九
六
三
年
一
〇
月
一
〇
日

に
効
力
が
発
生
し
た
が
、
開
放
条
約
の
た
め
、
現
在
の
当
事
国
は
一
二
五
ヶ
国
で
あ
る

（
４
）

。
も
っ
と
も
、
こ
の
条
約
は
核
兵
器
の
地
下
実
験

を
禁
止
し
て
は
お
ら
ず
、
こ
れ
は
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
た
が
、
一
九
九
六
年
に
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
第
一
条

一
に
よ
り
、「
自
国
の
管
轄
又
は
管
理
の
下
に
あ
る
い
か
な
る
場
所
に
お
い
て
も
」
核
実
験
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
地
下
実
験
の
禁

止
が
実
現
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
条
約
は
第
一
四
条
一
に
よ
り
附
属
書
Ⅱ
に
あ
る
全
て
の
国
に
よ
る
批
准
が
必
要
で
あ
る
が
、
附
属
書

Ⅱ
に
あ
る
四
四
カ
国
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
を
含
む
八
カ
国
が
批
准
し
て
お
ら
ず
、
批
准
国
数
は
一
六
八
カ
国
に
の
ぼ
る
も
の
の
、
い
ま
だ

発
効
し
て
い
な
い

（
５
）

。

核
兵
器
の
保
有
に
つ
い
て
は
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
が
一
九
六
八
年
に
採
択
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
に
発
効
し
た
。
こ
の
条
約
に
よ
り
、

核
兵
器
は
「
核
兵
器
国
」
と
規
定
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
の
五
カ
国
の
み
に
保
有
が
認
め
ら
れ

（
６
）

、
そ

れ
以
外
の
非
核
兵
器
国
は
第
四
条
一
に
よ
り
国
際
原
子
力
機
関
（International A

tom
ic E

nergy A
gency: IA

E
A

）
の
査
察
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
条
約
は
全
世
界
的
に
批
准
が
進
み
、
現
在
一
九
一
カ
国
が
締
約
国
と
な
っ
て
い
る
が
、
核
兵
器
を
保
有
あ
る
い
は

保
有
が
疑
わ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
未
批
准
国
に
な
っ
て
い
る

（
７
）

。
ま
た
、
北
朝
鮮
は
こ
の
条
約
か
ら
の
脱
退

を
表
明
し
た
が
、
こ
れ
が
正
式
な
脱
退
か
ど
う
か
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
る

（
８
）

。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
前
に
、
核
兵
器
禁
止
に
関
す
る
地
域
的
な
取
り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
の
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
最
初

に
核
兵
器
の
全
面
的
な
禁
止
を
規
定
し
た
の
は
、
一
九
五
九
年
に
採
択
、
六
一
年
に
効
力
が
発
生
し
た
南
極
条
約
で
あ
っ
た
。
第
一
条
一

は
南
極
地
域
を
「
平
和
的
目
的
の
み
に
利
用
す
る
」
こ
と
を
定
め
、「
あ
ら
ゆ
る
型
の
兵
器
の
実
験
の
よ
う
な
軍
事
的
性
質
の
措
置
は
、

（
九
三
〇
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

六

外
並
び
に
領
水
及
び
公
海
を
含
む
水
中
」（
第
一
条
一
ａ
）
に
お
け
る
実
験
は
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
は
第
三
条
に
よ
り
「
原
締
約
国
」

の
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ソ
連
の
三
カ
国
の
批
准
で
効
力
を
生
じ
る
た
め
、
採
択
か
ら
二
カ
月
あ
ま
り
の
一
九
六
三
年
一
〇
月
一
〇
日

に
効
力
が
発
生
し
た
が
、
開
放
条
約
の
た
め
、
現
在
の
当
事
国
は
一
二
五
ヶ
国
で
あ
る

（
４
）

。
も
っ
と
も
、
こ
の
条
約
は
核
兵
器
の
地
下
実
験

を
禁
止
し
て
は
お
ら
ず
、
こ
れ
は
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
た
が
、
一
九
九
六
年
に
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
第
一
条

一
に
よ
り
、「
自
国
の
管
轄
又
は
管
理
の
下
に
あ
る
い
か
な
る
場
所
に
お
い
て
も
」
核
実
験
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
地
下
実
験
の
禁

止
が
実
現
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
条
約
は
第
一
四
条
一
に
よ
り
附
属
書
Ⅱ
に
あ
る
全
て
の
国
に
よ
る
批
准
が
必
要
で
あ
る
が
、
附
属
書

Ⅱ
に
あ
る
四
四
カ
国
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
を
含
む
八
カ
国
が
批
准
し
て
お
ら
ず
、
批
准
国
数
は
一
六
八
カ
国
に
の
ぼ
る
も
の
の
、
い
ま
だ

発
効
し
て
い
な
い

（
５
）

。

核
兵
器
の
保
有
に
つ
い
て
は
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
が
一
九
六
八
年
に
採
択
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
に
発
効
し
た
。
こ
の
条
約
に
よ
り
、

核
兵
器
は
「
核
兵
器
国
」
と
規
定
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
の
五
カ
国
の
み
に
保
有
が
認
め
ら
れ

（
６
）

、
そ

れ
以
外
の
非
核
兵
器
国
は
第
四
条
一
に
よ
り
国
際
原
子
力
機
関
（International A

tom
ic E

nergy A
gency: IA

E
A

）
の
査
察
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
条
約
は
全
世
界
的
に
批
准
が
進
み
、
現
在
一
九
一
カ
国
が
締
約
国
と
な
っ
て
い
る
が
、
核
兵
器
を
保
有
あ
る
い
は

保
有
が
疑
わ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
未
批
准
国
に
な
っ
て
い
る

（
７
）

。
ま
た
、
北
朝
鮮
は
こ
の
条
約
か
ら
の
脱
退

を
表
明
し
た
が
、
こ
れ
が
正
式
な
脱
退
か
ど
う
か
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
る

（
８
）

。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
前
に
、
核
兵
器
禁
止
に
関
す
る
地
域
的
な
取
り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
の
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
最
初

に
核
兵
器
の
全
面
的
な
禁
止
を
規
定
し
た
の
は
、
一
九
五
九
年
に
採
択
、
六
一
年
に
効
力
が
発
生
し
た
南
極
条
約
で
あ
っ
た
。
第
一
条
一

は
南
極
地
域
を
「
平
和
的
目
的
の
み
に
利
用
す
る
」
こ
と
を
定
め
、「
あ
ら
ゆ
る
型
の
兵
器
の
実
験
の
よ
う
な
軍
事
的
性
質
の
措
置
は
、

（
九
三
〇
）

核
兵
器
に
関
す
る
国
際
法
と
赤
十
字
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
試
み
（
河
合
）

七

特
に
、
禁
止
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
五
条
一
は
「
南
極
地
域
に
お
け
る
す
べ
て
の
核
の
爆
発
…
は
、
禁
止
す
る
」
と
定

め
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
核
兵
器
保
有
国
も
こ
の
条
約
の
批
准
国
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
し

よ
う

（
９
）

。
南
極
条
約
は
、
南
極
条
約
体
制
の
も
と
、
よ
く
守
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る（

10
）

。

南
極
に
加
え
て
、
海
底
も
非
核
化
が
実
現
し
て
い
る
。
一
九
七
一
年
の
「
核
兵
器
及
び
他
の
大
量
破
壊
兵
器
の
海
底
に
お
け
る
設
置
の

禁
止
に
関
す
る
条
約
」
に
よ
り
、「
海
底
区
域
の
限
界
」
す
な
わ
ち
領
海
一
二
海
里
よ
り
「
外
側
の
海
底
」
に
「
核
兵
器
及
び
他
の
種
類

の
大
量
破
壊
兵
器
並
び
に
こ
れ
ら
の
兵
器
を
貯
蔵
し
、
実
験
し
又
は
使
用
す
る
こ
と
を
特
に
目
的
と
し
た
構
築
物
、
発
射
設
備
そ
の
他
の

施
設
を
…
据
え
付
け
ず
又
は
置
か
な
い
」
こ
と
が
規
定
さ
れ
た（

11
）

。
宇
宙
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
六
年
に
「
月
そ
の
他
の
天
体
を
含
む
宇

宙
空
間
の
探
査
及
び
利
用
に
お
け
る
国
家
活
動
を
律
す
る
原
則
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、「
宇
宙
条
約
」
と
い
う
）
が
採
択
さ
れ
た
。
宇
宙

条
約
第
四
条
は
、
核
兵
器
の
天
体
へ
の
設
置
、
宇
宙
空
間
へ
の
配
備
を
禁
止
し
、
と
く
に
月
そ
の
他
の
天
体
に
つ
い
て
は
「
も
っ
ぱ
ら
平

和
的
目
的
」
に
利
用
さ
れ
、「
あ
ら
ゆ
る
型
の
兵
器
の
実
験
並
び
に
軍
事
演
習
の
実
施
は
、
禁
止
す
る
」
と
規
定
し
、
徹
底
し
た
平
和
利

用
を
規
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
世
界
の
あ
る
地
域
に
お
け
る
核
兵
器
を
禁
止
す
る
五
条
約
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
年
代
順
に
、
前
述
の
ト
ラ
テ

ロ
ル
コ
条
約
、
一
九
八
五
年
の
南
太
平
洋
非
核
地
帯
条
約
（
ラ
ロ
ト
ン
ガ
条
約
）、
一
九
九
五
年
の
東
南
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
条
約
（
バ

ン
コ
ク
条
約
）、
一
九
九
六
年
の
ア
フ
リ
カ
非
核
地
帯
条
約
（
ベ
リ
ン
ダ
バ
条
約
）、
そ
し
て
二
〇
〇
六
年
の
中
央
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
条

約
で
あ
る（

12
）

。
こ
れ
ら
の
条
約
は
い
ず
れ
も
非
核
兵
器
国
が
そ
の
地
域
内
で
締
結
し
た
条
約
で
あ
る
も
の
の
、
ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
条
約
、
ラ

ロ
ト
ン
ガ
条
約
そ
し
て
ベ
リ
ン
ダ
バ
条
約
に
つ
い
て
は
、
核
兵
器
国
の
義
務
を
定
め
た
議
定
書
が
一
部
ま
た
は
全
部
の
核
兵
器
国
の
批
准

に
よ
り
発
効
し
て
お
り
、
条
約
の
拘
束
力
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。

（
九
三
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

八

以
上
の
よ
う
に
、
条
約
に
よ
り
核
兵
器
の
実
験
と
保
有
が
定
め
ら
れ
、
ま
た
、
地
域
的
な
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
き
た
が
、
核
兵
器
の

使
用
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
分
か
れ
て
お
り
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
条
約
と
し
て
は
、
一
九
七
七
年
に
採
択
さ
れ

た
「
千
九
百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
追
加
議
定
書
（
議
定
書

Ⅰ
）」（
以
下
、「
第
一
追
加
議
定
書
」
と
い
う
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
追
加
議
定
書
に
は
核
兵
器
の
禁
止
を
定
め
た
規
定
は
な
い
が
、
そ
の

第
三
五
条
に
戦
闘
の
方
法
お
よ
び
手
段
と
し
て
、「
い
か
な
る
武
力
紛
争
に
お
い
て
も
、
紛
争
当
事
者
が
戦
闘
の
方
法
及
び
手
段
を
選
ぶ

権
利
は
、
無
制
限
で
は
な
い
」
㈠
と
定
め
、
さ
ら
に
不
必
要
な
苦
痛
を
与
え
る
兵
器
の
禁
止
㈡
、
自
然
環
境
に
「
広
範
、
長
期
的
か
つ
深

刻
な
損
害
を
与
え
る
」
よ
う
な
戦
闘
の
方
法
お
よ
び
手
段
の
禁
止
㈢
を
定
め
て
い
る
。

第
一
追
加
議
定
書
の
規
定
が
核
兵
器
の
禁
止
を
含
ん
で
い
る
か
は
議
論
が
分
か
れ
て
き
た
。
議
定
書
採
択
の
五
年
後
発
刊
さ
れ
た

B
othe, P

artsch

お
よ
びS

olf

に
よ
る
注
釈
書
は
、
外
交
会
議
の
議
事
録
か
ら
、
議
定
書
の
「
範
囲
は
核
兵
器
の
使
用
と
い
う
特
別
な

問
題
を
除
外
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る（

13
）

。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
が
作
成
し
た
『
コ
ン
メ
ン
タ
リ
ー
』
で
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
三
五
条
の
注

釈
に
お
い
て
核
兵
器
の
使
用
の
合
法
性
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が（

14
）

、
文
民
た
る
住
民
の
保
護
を
定
め
た
第
四
編
第
一
部
「
敵

対
行
為
の
影
響
か
ら
の
一
般
的
保
護
」
の
注
釈
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。『
コ
ン
メ
ン
タ
リ
ー
』
は
、
外
交
会
議
に
お
い
て
核
兵
器
は
議

論
さ
れ
な
い
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
す
べ
て
の
戦
闘
の
方
法
お
よ
び
手
段
に
適
用
さ
れ
る
一
般
的
な
原
則
や
区
別
原
則

の
よ
う
な
慣
習
法
の
ル
ー
ル
は
有
効
で
あ
り
、
核
兵
器
に
も
適
用
さ
れ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る（

15
）

。

核
兵
器
の
使
用
の
合
法
性
の
議
論
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
一
九
九
五
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
だ
し
た
勧
告
的
意
見
で
あ
っ
た
。
世
界
保
健
機
関

と
国
連
総
会
の
二
つ
の
機
関
が
核
兵
器
の
使
用
の
合
法
性
に
つ
い
て
勧
告
的
意
見
を
要
請
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
国
連
総
会
か
ら
の
要
請
に
応
じ

た
勧
告
的
意
見
を
だ
し
た
の
で
あ
る
。
勧
告
的
意
見
の
中
で
本
稿
に
関
係
す
る
注
目
す
べ
き
点
は
、
そ
の
結
論
の
以
下
の
部
分
で
あ
ろ
う
。

（
九
三
二
）
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八

以
上
の
よ
う
に
、
条
約
に
よ
り
核
兵
器
の
実
験
と
保
有
が
定
め
ら
れ
、
ま
た
、
地
域
的
な
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
き
た
が
、
核
兵
器
の

使
用
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
分
か
れ
て
お
り
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
条
約
と
し
て
は
、
一
九
七
七
年
に
採
択
さ
れ

た
「
千
九
百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
追
加
議
定
書
（
議
定
書

Ⅰ
）」（
以
下
、「
第
一
追
加
議
定
書
」
と
い
う
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
追
加
議
定
書
に
は
核
兵
器
の
禁
止
を
定
め
た
規
定
は
な
い
が
、
そ
の

第
三
五
条
に
戦
闘
の
方
法
お
よ
び
手
段
と
し
て
、「
い
か
な
る
武
力
紛
争
に
お
い
て
も
、
紛
争
当
事
者
が
戦
闘
の
方
法
及
び
手
段
を
選
ぶ

権
利
は
、
無
制
限
で
は
な
い
」
㈠
と
定
め
、
さ
ら
に
不
必
要
な
苦
痛
を
与
え
る
兵
器
の
禁
止
㈡
、
自
然
環
境
に
「
広
範
、
長
期
的
か
つ
深

刻
な
損
害
を
与
え
る
」
よ
う
な
戦
闘
の
方
法
お
よ
び
手
段
の
禁
止
㈢
を
定
め
て
い
る
。

第
一
追
加
議
定
書
の
規
定
が
核
兵
器
の
禁
止
を
含
ん
で
い
る
か
は
議
論
が
分
か
れ
て
き
た
。
議
定
書
採
択
の
五
年
後
発
刊
さ
れ
た

B
othe, P

artsch

お
よ
びS

olf

に
よ
る
注
釈
書
は
、
外
交
会
議
の
議
事
録
か
ら
、
議
定
書
の
「
範
囲
は
核
兵
器
の
使
用
と
い
う
特
別
な

問
題
を
除
外
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る（

13
）

。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
が
作
成
し
た
『
コ
ン
メ
ン
タ
リ
ー
』
で
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
三
五
条
の
注

釈
に
お
い
て
核
兵
器
の
使
用
の
合
法
性
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が（

14
）

、
文
民
た
る
住
民
の
保
護
を
定
め
た
第
四
編
第
一
部
「
敵

対
行
為
の
影
響
か
ら
の
一
般
的
保
護
」
の
注
釈
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。『
コ
ン
メ
ン
タ
リ
ー
』
は
、
外
交
会
議
に
お
い
て
核
兵
器
は
議

論
さ
れ
な
い
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
す
べ
て
の
戦
闘
の
方
法
お
よ
び
手
段
に
適
用
さ
れ
る
一
般
的
な
原
則
や
区
別
原
則

の
よ
う
な
慣
習
法
の
ル
ー
ル
は
有
効
で
あ
り
、
核
兵
器
に
も
適
用
さ
れ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る（

15
）

。

核
兵
器
の
使
用
の
合
法
性
の
議
論
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
一
九
九
五
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
だ
し
た
勧
告
的
意
見
で
あ
っ
た
。
世
界
保
健
機
関

と
国
連
総
会
の
二
つ
の
機
関
が
核
兵
器
の
使
用
の
合
法
性
に
つ
い
て
勧
告
的
意
見
を
要
請
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
国
連
総
会
か
ら
の
要
請
に
応
じ

た
勧
告
的
意
見
を
だ
し
た
の
で
あ
る
。
勧
告
的
意
見
の
中
で
本
稿
に
関
係
す
る
注
目
す
べ
き
点
は
、
そ
の
結
論
の
以
下
の
部
分
で
あ
ろ
う
。

（
九
三
二
）

核
兵
器
に
関
す
る
国
際
法
と
赤
十
字
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
試
み
（
河
合
）

九

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
「
核
兵
器
の
威
嚇
ま
た
は
使
用
は
、
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
の
要
請
、
特
に
国
際
人
道
法
の
原
則
お
よ
び
ル
ー
ル
の

要
請
と
、
核
兵
器
を
明
確
に
扱
っ
て
い
る
条
約
と
他
の
約
束
と
も
両
立
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
結
論
を
下
し
た（

16
）

。
も
っ
と
も
、
そ

の
直
後
、「
上
記
の
要
請
か
ら
、
核
兵
器
の
威
嚇
ま
た
は
使
用
は
一
般
的
に
武
力
紛
争
の
ル
ー
ル
、
そ
し
て
と
く
に
人
道
法
の
原
則
お
よ

び
ル
ー
ル
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
し
な
が
ら
も
、「
裁
判
所
は
、
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
ま
た
は
そ
の
使
用
が
、
国
家
の
生
存
そ
の
も
の

が
危
機
に
あ
る
よ
う
な
、
極
端
な
自
衛
の
状
況
に
お
い
て
、
合
法
か
違
法
か
に
明
確
に
結
論
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た（

17
）

。

S
haw

は
こ
の
勧
告
的
意
見
に
関
す
る
分
析
の
あ
と
、「
核
兵
器
の
保
持
と
、
極
限
状
態
に
お
い
て
自
衛
件
に
関
す
る
条
件
を
厳
し
く

遵
守
し
た
核
兵
器
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
国
際
法
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
は
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（

18
）

。
同
様
に
、C

raw
ford

とP
ert

も
戦
術
的
核
兵
器
の
合
法
的
使
用
の
可
能
性
に
言
及
し
た
う
え
で
、「
核
兵
器
の
使
用
を
禁
止
す
る
新
し
い
条
約
が
存
在
し
な
い
た
め
、

〔
そ
の
よ
う
な
戦
術
的
核
兵
器
の
〕
使
用
は
国
際
人
道
法
に
違
反
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
一
方
で
、
そ
の
脚
注
に
お
い
て
、
当
該
書

を
書
い
て
い
る
時
点
に
お
い
て
、
赤
十
字
が
核
兵
器
の
全
面
禁
止
を
定
め
る
条
約
の
締
結
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
て
い
る（

19
）

。

第
二
章

　
赤
十
字
の
動
き

赤
十
字
は
、
一
八
五
九
年
の
ソ
ル
フ
ェ
リ
ー
ノ
の
戦
い
に
起
源
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
戦
い
に
お
い
て
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
の
ア
ン
リ
・
デ
ュ
ナ
ン
は
敵
味
方
の
区
別
な
く
傷
病
兵
を
救
護
し
、
そ
の
著
書
『
ソ
ル
フ
ェ
リ
ー
ノ
の
思
い
出
』
に
お
い
て
戦
時

に
お
け
る
救
護
活
動
を
行
う
団
体
を
平
時
か
ら
設
立
す
る
こ
と
と
、
そ
の
よ
う
な
団
体
が
活
動
で
き
る
よ
う
に
国
家
が
条
約
を
結
ぶ
こ
と

（
九
三
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
〇

を
提
唱
し
た（

20
）

。
最
初
の
提
案
が
一
八
六
三
年
に
赤
十
字
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
と
し
て
、
第
二
の
提
案
が
一
八
六
四
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
と
し

て
結
実
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
赤
十
字
の
主
な
活
動
は
戦
時
に
お
け
る
救
護
で
あ
り
、
広
島
と
長
崎
の
原
爆
被
害
者
へ
の
救
護

活
動
に
つ
い
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
が
全
壊
を
免
れ
た
広
島
赤
十
字
病
院
お
よ
び
近
県
か
ら
の
支
部
に
よ
り
行
い
、
ま
た
、
日
本
に
赴
任

し
て
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
フ
リ
ッ
ツ
・
ビ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
電
報
を
う
け
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
代
表
の
マ
ル
セ
ル
・
ジ
ュ
ノ
ー
が
広
島
に
赴
き
救

護
活
動
を
行
っ
た（

21
）

。

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
開
催
さ
れ
た
赤
十
字
の
国
際
的
な
会
議
で
も
、
核
兵
器
の
使
用
の
禁
止
あ
る
い
は
そ
の
た
め
の
条
約
の
採
択

を
よ
び
か
け
る
決
議
が
次
々
と
採
択
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
赤
十
字
国
際
会
議
は
四
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
赤
十
字
の
最
高
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
が
、
一
九
四
八
年
、
戦
後
最
初
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た
赤
十
字
国
際
会
議
は
、
決
議
二
四
に
お
い
て
「
原
子
力
あ

る
い
は
戦
争
の
目
的
の
た
め
に
同
じ
よ
う
な
威
力
を
持
つ
〔
兵
器
〕
の
全
て
の
使
用
を
完
全
に
禁
止
す
る
こ
と
を
厳
粛
に
約
束
す
る
よ
う

政
府
に
誠
実
に
要
請
す
る
」
と
い
う
決
議
を
お
こ
な
っ
た（

22
）

。
さ
ら
に
、「
赤
十
字
と
平
和
」
と
題
さ
れ
た
決
議
六
四
の
中
に
は
、
以
下
の

よ
う
な
理
想
的
な
一
節
が
あ
る
。

「
人
類
の
歴
史
は
、
戦
争
の
恐
ろ
し
い
惨
禍
に
対
す
る
運
動
は
、
そ
れ
が
政
治
的
分
野
に
限
ら
れ
て
い
る
限
り
、
成
功
し
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
総
力
戦
の
化
学
、
生
物
あ
る
い
は
原
子
力
兵
器
の
破
壊
力
が
ま
す
ま
す
効
果
的
に
な
る
こ
と
に
直
面
し
て
、
こ
れ
に

反
対
す
る
勢
力
は
い
か
な
る
手
段
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
恐
ろ
し
い
破
局
を
避
け
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
和
は
単
に
戦

争
の
な
い
状
態
で
は
な
い
。
平
和
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
間
の
営
み
に
お
い
て
、
日
々
、
不
断
の
努
力
に
よ
る
戦
い
に
お
い
て
、

勝
ち
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

23
）

。」

（
九
三
四
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
〇

を
提
唱
し
た（

20
）

。
最
初
の
提
案
が
一
八
六
三
年
に
赤
十
字
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
と
し
て
、
第
二
の
提
案
が
一
八
六
四
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
と
し

て
結
実
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
赤
十
字
の
主
な
活
動
は
戦
時
に
お
け
る
救
護
で
あ
り
、
広
島
と
長
崎
の
原
爆
被
害
者
へ
の
救
護

活
動
に
つ
い
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
が
全
壊
を
免
れ
た
広
島
赤
十
字
病
院
お
よ
び
近
県
か
ら
の
支
部
に
よ
り
行
い
、
ま
た
、
日
本
に
赴
任

し
て
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
フ
リ
ッ
ツ
・
ビ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
電
報
を
う
け
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
代
表
の
マ
ル
セ
ル
・
ジ
ュ
ノ
ー
が
広
島
に
赴
き
救

護
活
動
を
行
っ
た（

21
）

。

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
開
催
さ
れ
た
赤
十
字
の
国
際
的
な
会
議
で
も
、
核
兵
器
の
使
用
の
禁
止
あ
る
い
は
そ
の
た
め
の
条
約
の
採
択

を
よ
び
か
け
る
決
議
が
次
々
と
採
択
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
赤
十
字
国
際
会
議
は
四
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
赤
十
字
の
最
高
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
が
、
一
九
四
八
年
、
戦
後
最
初
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た
赤
十
字
国
際
会
議
は
、
決
議
二
四
に
お
い
て
「
原
子
力
あ

る
い
は
戦
争
の
目
的
の
た
め
に
同
じ
よ
う
な
威
力
を
持
つ
〔
兵
器
〕
の
全
て
の
使
用
を
完
全
に
禁
止
す
る
こ
と
を
厳
粛
に
約
束
す
る
よ
う

政
府
に
誠
実
に
要
請
す
る
」
と
い
う
決
議
を
お
こ
な
っ
た（

22
）

。
さ
ら
に
、「
赤
十
字
と
平
和
」
と
題
さ
れ
た
決
議
六
四
の
中
に
は
、
以
下
の

よ
う
な
理
想
的
な
一
節
が
あ
る
。

「
人
類
の
歴
史
は
、
戦
争
の
恐
ろ
し
い
惨
禍
に
対
す
る
運
動
は
、
そ
れ
が
政
治
的
分
野
に
限
ら
れ
て
い
る
限
り
、
成
功
し
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
総
力
戦
の
化
学
、
生
物
あ
る
い
は
原
子
力
兵
器
の
破
壊
力
が
ま
す
ま
す
効
果
的
に
な
る
こ
と
に
直
面
し
て
、
こ
れ
に

反
対
す
る
勢
力
は
い
か
な
る
手
段
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
恐
ろ
し
い
破
局
を
避
け
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
和
は
単
に
戦

争
の
な
い
状
態
で
は
な
い
。
平
和
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
間
の
営
み
に
お
い
て
、
日
々
、
不
断
の
努
力
に
よ
る
戦
い
に
お
い
て
、

勝
ち
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

23
）

。」

（
九
三
四
）

核
兵
器
に
関
す
る
国
際
法
と
赤
十
字
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
試
み
（
河
合
）

一
一

第
二
次
世
界
大
戦
の
反
省
を
ふ
ま
え
、
一
九
四
九
年
に
開
催
さ
れ
た
外
交
会
議
は
、
既
存
の
三
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
を
修
正
・
強
化

す
る
と
と
も
に（

24
）

、
そ
れ
ま
で
条
約
の
保
護
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
文
民
を
保
護
す
る
条
約
を
あ
ら
た
に
追
加
し
て（

25
）

、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
四
条

約
を
成
立
さ
せ
た
。
外
交
会
議
に
お
い
て
は
核
兵
器
の
問
題
は
議
題
に
上
ら
ず
、
ソ
連
代
表
が
委
員
会
に
提
出
し
た
核
兵
器
を
禁
止
す
る

条
約
を
採
択
す
る
よ
う
国
家
に
促
し
た
決
議
案
は
受
け
入
れ
ら
な
か
っ
た（

26
）

。
そ
の
結
果
、
四
条
約
の
中
で
も
特
に
文
民
の
保
護
を
定
め

た
第
四
条
約
は
、
核
兵
器
の
使
用
を
含
む
戦
闘
方
法
か
ら
十
分
に
文
民
た
る
住
民
の
保
護
を
保
護
で
き
る
と
は
い
え
な
か
っ
た（

27
）

。
赤
十

字
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
を
履
行
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
も
そ
の
任
務
と
し
て
い
る
。

赤
十
字
は
国
家
で
は
な
い
た
め
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
な
ど
の
条
約
を
採
択
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
る
外
交
会
議
の
正
式
な
参
加
者
で
は
な

い
が
、
そ
こ
で
果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
う
け
、
一
九
五
〇
年
四
月
五
日
に
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
大
量
破
壊

兵
器
に
関
す
る
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。
そ
の
ア
ピ
ー
ル
の
最
後
の
段
落
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
赤
十
字
国
際
委
員
会
は
こ
こ
に
、
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
の
締
約
国
政
府
お
よ
び
（
中
略
）
一
九
二
五
年
の
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
〔
毒
ガ
ス
等
禁
止
〕
議
定
書
締
約
国
政
府
に
対
し
、
原
子
力
兵
器
お
よ
び
一
般
的
な
面
で
、
全
て
の
無
向
ミ
サ
イ
ル
の
禁
止
に
関

す
る
合
意
に
至
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
と
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
国
際
委
員
会
は
も
う
一
度
、
全
て
の
政
治
的
・
軍
事
的
考
慮
か

ら
距
離
を
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
も
し
厳
密
に
人
道
的
な
立
場
で
、
国
際
委
員
会
が
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を

支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
赤
十
字
の
原
則
に
の
っ
と
り
、
そ
の
課
題
に
専
念
す
る
こ
と
を
用
意
が
あ
る（

28
）

。」

そ
の
後
一
九
五
四
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
、
空
襲
お
よ
び
大
量
破
壊
兵
器
の
危
険
か
ら
文
民
た
る
住
民
を
保
護
す
る
た
め
の
方
法
を
非
公
式

（
九
三
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
二

に
協
議
す
る
こ
と
と
し
た（

29
）

。
こ
の
会
議
に
お
い
て
協
議
さ
れ
た
結
果
を
ふ
ま
え
、
ル
ー
ル
案
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
14
条
は
文
民
た
る
住

民
を
危
険
に
さ
ら
す
核
兵
器
お
よ
び
化
学
・
生
物
兵
器
の
使
用
の
禁
止
を
規
定
し
た（

30
）

。
も
っ
と
も
、
こ
の
ル
ー
ル
案
は
結
局
、

一
九
五
七
年
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
赤
十
字
国
際
会
議
に
お
い
て
東
西
両
陣
営
の
国
々
に
反
対
さ
れ
、
前
身
は
み
ら
れ
な
か
っ

た（
31
）

。B
ugnion

は
、
各
国
政
府
が
詳
細
な
条
約
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
が
で
き
た
こ
と
は
最
も
基
本
的
な
原
則
の
レ

ベ
ル
で
文
民
た
る
住
民
を
保
護
す
る
問
題
を
再
び
と
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る（

32
）

。

一
九
七
四
年
か
ら
七
七
年
ま
で
、
外
交
会
議
が
開
催
さ
れ
、
こ
こ
で
前
述
の
第
一
追
加
議
定
書
お
よ
び
「
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用

さ
れ
る
千
九
百
四
十
九
年
十
二
月
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
非
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
追
加
議
定
書
（
議
定
書

Ⅱ
）」（
第
二
追
加
議
定
書
）
が
採
択
さ
れ
た
。
第
一
追
加
議
定
書
に
は
四
八
条
以
下
に
文
民
た
る
住
民
へ
の
敵
対
行
為
の
影
響
か
ら
の
一
般

的
保
護
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
軍
事
目
標
の
定
義
や
民
用
物
と
軍
事
目
標
の
区
別
原
則
、
無
差
別
な
攻
撃
の
禁
止
な
ど
、
そ
れ
ま
で
に
な

い
詳
細
な
規
定
を
置
い
て
い
る
が
、
前
述
の
と
お
り
核
兵
器
の
問
題
に
つ
い
て
は
外
交
会
議
で
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
こ

れ
に
つ
い
て
の
議
論
は
な
か
っ
た（

33
）

赤
十
字
、
と
く
に
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
が
核
兵
器
の
人
道
法
違
反
へ
の
言
及
と
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
一
般
的
な
希
望
を
述
べ
る
よ
う
に
至
っ
た
契

機
は
前
述
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
と
い
え
よ
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
こ
の
意
見
を
う
け
て
、
自
身
の
立
場
を
再
検
証
し
、
そ
し
て
核
兵
器
に

関
す
る
意
見
を
公
に
す
る
に
至
っ
た（

34
）

。
ま
ず
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
勧
告
的
意
見
が
出
さ
れ
た
後
の
一
九
九
六
年
に
国
連
総
会
に
お
い
て
声
明

を
発
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
前
略
）
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
、
核
兵
器
の
使
用
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
国
際
人
道
法
の
ル
ー
ル
と
両
立
し
う
る
か
考
え
る
こ
と
が
難
し
い
。

（
九
三
六
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
二

に
協
議
す
る
こ
と
と
し
た（

29
）

。
こ
の
会
議
に
お
い
て
協
議
さ
れ
た
結
果
を
ふ
ま
え
、
ル
ー
ル
案
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
14
条
は
文
民
た
る
住

民
を
危
険
に
さ
ら
す
核
兵
器
お
よ
び
化
学
・
生
物
兵
器
の
使
用
の
禁
止
を
規
定
し
た（

30
）

。
も
っ
と
も
、
こ
の
ル
ー
ル
案
は
結
局
、

一
九
五
七
年
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
赤
十
字
国
際
会
議
に
お
い
て
東
西
両
陣
営
の
国
々
に
反
対
さ
れ
、
前
身
は
み
ら
れ
な
か
っ

た（
31
）

。B
ugnion

は
、
各
国
政
府
が
詳
細
な
条
約
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
が
で
き
た
こ
と
は
最
も
基
本
的
な
原
則
の
レ

ベ
ル
で
文
民
た
る
住
民
を
保
護
す
る
問
題
を
再
び
と
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る（

32
）

。

一
九
七
四
年
か
ら
七
七
年
ま
で
、
外
交
会
議
が
開
催
さ
れ
、
こ
こ
で
前
述
の
第
一
追
加
議
定
書
お
よ
び
「
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用

さ
れ
る
千
九
百
四
十
九
年
十
二
月
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
非
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
追
加
議
定
書
（
議
定
書

Ⅱ
）」（
第
二
追
加
議
定
書
）
が
採
択
さ
れ
た
。
第
一
追
加
議
定
書
に
は
四
八
条
以
下
に
文
民
た
る
住
民
へ
の
敵
対
行
為
の
影
響
か
ら
の
一
般

的
保
護
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
軍
事
目
標
の
定
義
や
民
用
物
と
軍
事
目
標
の
区
別
原
則
、
無
差
別
な
攻
撃
の
禁
止
な
ど
、
そ
れ
ま
で
に
な

い
詳
細
な
規
定
を
置
い
て
い
る
が
、
前
述
の
と
お
り
核
兵
器
の
問
題
に
つ
い
て
は
外
交
会
議
で
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
こ

れ
に
つ
い
て
の
議
論
は
な
か
っ
た（

33
）

赤
十
字
、
と
く
に
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
が
核
兵
器
の
人
道
法
違
反
へ
の
言
及
と
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
一
般
的
な
希
望
を
述
べ
る
よ
う
に
至
っ
た
契

機
は
前
述
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
と
い
え
よ
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
こ
の
意
見
を
う
け
て
、
自
身
の
立
場
を
再
検
証
し
、
そ
し
て
核
兵
器
に

関
す
る
意
見
を
公
に
す
る
に
至
っ
た（

34
）

。
ま
ず
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
勧
告
的
意
見
が
出
さ
れ
た
後
の
一
九
九
六
年
に
国
連
総
会
に
お
い
て
声
明

を
発
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
前
略
）
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
、
核
兵
器
の
使
用
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
国
際
人
道
法
の
ル
ー
ル
と
両
立
し
う
る
か
考
え
る
こ
と
が
難
し
い
。

（
九
三
六
）

核
兵
器
に
関
す
る
国
際
法
と
赤
十
字
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
試
み
（
河
合
）

一
三

核
兵
器
の
破
壊
的
な
効
果
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
誰
も
望
ま
な
い
と
私
た
ち
は
確
信
し
て
い
る
。
裁
判

所
の
意
見
が
、
こ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
脅
威
を
人
類
か
ら
取
り
除
く
た
め
の
国
際
社
会
の
努
力
に
対
し
て
、
新
し
い
勢
い
を
与
え
る

こ
と
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
心
か
ら
希
望
す
る（

35
）

。

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
二
〇
〇
二
年
に
倫
理
的
・
人
道
的
な
面
を
考
慮
し
て
、
以
下
の
声
明
を
発
し
た（

36
）

。

 

国
際
人
道
法
の
原
則
お
よ
び
ル
ー
ル
、
特
に
区
別
と
均
衡
性
の
原
則
、
な
ら
び
に
過
度
な
傷
害
（causing superfluous injury

）
あ
る

い
は
不
必
要
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
の
禁
止
は
、
核
兵
器
の
使
用
に
も
適
用
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
、
核
兵
器
の
使
用
が
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
国
際
人
道
法
の
ル
ー
ル
と
両
立
し
う
る
か
考
え
る
こ
と
が
難
し
い
。

（
中
略
）

 

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
核
兵
器
の
完
全
な
禁
止
と
そ
の
よ
う
な
兵
器
の
除
去
を
達
成
す
る
た
め
に
交
渉
を
行
う
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
も
試
み
て

き
た
よ
う
に
、
国
家
に
要
請
す
る（

37
）

。

二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
は
、
核
兵
器
の
問
題
に
つ
い
て
国
際
社
会
の
注
目
が
集
ま
っ
た
時
期
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
と
ロ
シ
ア
の
間
で
新
し
い
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
条
約
に
関
す
る
交
渉
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
は
核
兵
器
の
な
い
世
界

に
関
す
る
プ
ラ
ハ
演
説
を
行
っ
た
。
ま
た
、
核
不
拡
散
条
約
の
再
検
討
会
議
が
二
〇
一
四
年
四
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、
そ
こ

で
核
兵
器
の
使
用
が
破
滅
的
な
人
道
上
の
結
果
を
招
く
た
め
、
全
て
の
国
家
が
国
際
人
道
法
を
順
守
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た（

38
）

。
こ
の

（
九
三
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
四

よ
う
な
状
況
下
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
核
兵
器
に
関
す
る
討
議
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
一
〇
年
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
ヤ
コ

ブ
・
ケ
レ
ン
バ
ー
ガ
ー
総
裁
が
核
兵
器
に
関
す
る
外
交
的
ス
ピ
ー
チ
を
初
め
て
行
っ
た（

39
）

。
こ
の
ス
ピ
ー
チ
は
全
編
を
通
し
て
人
道
的
な

面
か
ら
核
兵
器
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
以
下
の
点
は
注
目
に
値
す
る
。

赤
十
字
国
際
委
員
会
は
、
核
兵
器
に
関
す
る
議
論
が
軍
事
的
政
策
と
武
力
外
交
の
面
だ
け
で
行
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
固
く
信
じ

て
い
る
。
核
兵
器
の
存
在
は
最
も
重
大
な
問
題
の
い
く
つ
か
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
問
題
と
は
、
国
家
の
権
利
が
人
道
に
従
わ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
、
人
類
が
創
っ
た
技
術
を
人
類
が
制
す
る
能
力
、
国
際
人
道
法
の
範
囲
、
そ
し
て
人
間
が
戦
争
に
お
い
て
人

間
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
許
さ
れ
て
い
る
範
囲
に
つ
い
て
で
あ
る
。

（
中
略
）

 

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
人
道
組
織
と
し
て
、
純
粋
に
法
的
分
析
を
超
え
、
そ
し
て
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
核
兵
器
は
以
下
の
点
に
お
い
て

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
破
壊
的
な
力
、
そ
れ
ら
が
生
じ
さ
せ
る
言
語
に
絶
す
る
人
間
の
苦
痛
、
そ
れ
ら
が
影
響
を
及
ぼ
す

範
囲
と
時
間
を
制
御
で
き
な
い
こ
と
、
そ
れ
ら
が
生
じ
さ
せ
る
〔
戦
争
の
〕
拡
大
の
危
険
性
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
環
境
、
将
来
世
代
、

そ
し
て
人
類
の
生
存
そ
の
も
の
に
も
た
ら
す
脅
威
と
い
う
点
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
兵
器
が
再
び
使
用

さ
れ
な
い
こ
と
を
、
そ
の
よ
う
な
使
用
に
対
す
る
個
々
の
国
の
見
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
全
て
の
国
に
要
請
す
る（

40
）

。

長
年
に
わ
た
り
、
核
兵
器
の
議
論
は
軍
事
的
、
政
治
的
、
あ
る
い
は
安
全
保
障
上
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
使

用
が
人
道
的
に
壊
滅
的
な
結
果
を
も
た
ら
し
、
国
際
人
道
法
に
適
合
し
な
い
こ
と
が
徐
々
に
認
識
さ
れ（

41
）

、
ケ
レ
ン
バ
ー
ガ
ー
総
裁
の
ス

（
九
三
八
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
四

よ
う
な
状
況
下
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
核
兵
器
に
関
す
る
討
議
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
一
〇
年
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
ヤ
コ

ブ
・
ケ
レ
ン
バ
ー
ガ
ー
総
裁
が
核
兵
器
に
関
す
る
外
交
的
ス
ピ
ー
チ
を
初
め
て
行
っ
た（

39
）

。
こ
の
ス
ピ
ー
チ
は
全
編
を
通
し
て
人
道
的
な

面
か
ら
核
兵
器
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
以
下
の
点
は
注
目
に
値
す
る
。

赤
十
字
国
際
委
員
会
は
、
核
兵
器
に
関
す
る
議
論
が
軍
事
的
政
策
と
武
力
外
交
の
面
だ
け
で
行
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
固
く
信
じ

て
い
る
。
核
兵
器
の
存
在
は
最
も
重
大
な
問
題
の
い
く
つ
か
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
問
題
と
は
、
国
家
の
権
利
が
人
道
に
従
わ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
、
人
類
が
創
っ
た
技
術
を
人
類
が
制
す
る
能
力
、
国
際
人
道
法
の
範
囲
、
そ
し
て
人
間
が
戦
争
に
お
い
て
人

間
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
許
さ
れ
て
い
る
範
囲
に
つ
い
て
で
あ
る
。

（
中
略
）

 

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
人
道
組
織
と
し
て
、
純
粋
に
法
的
分
析
を
超
え
、
そ
し
て
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
核
兵
器
は
以
下
の
点
に
お
い
て

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
破
壊
的
な
力
、
そ
れ
ら
が
生
じ
さ
せ
る
言
語
に
絶
す
る
人
間
の
苦
痛
、
そ
れ
ら
が
影
響
を
及
ぼ
す

範
囲
と
時
間
を
制
御
で
き
な
い
こ
と
、
そ
れ
ら
が
生
じ
さ
せ
る
〔
戦
争
の
〕
拡
大
の
危
険
性
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
環
境
、
将
来
世
代
、

そ
し
て
人
類
の
生
存
そ
の
も
の
に
も
た
ら
す
脅
威
と
い
う
点
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
兵
器
が
再
び
使
用

さ
れ
な
い
こ
と
を
、
そ
の
よ
う
な
使
用
に
対
す
る
個
々
の
国
の
見
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
全
て
の
国
に
要
請
す
る（

40
）

。

長
年
に
わ
た
り
、
核
兵
器
の
議
論
は
軍
事
的
、
政
治
的
、
あ
る
い
は
安
全
保
障
上
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
使

用
が
人
道
的
に
壊
滅
的
な
結
果
を
も
た
ら
し
、
国
際
人
道
法
に
適
合
し
な
い
こ
と
が
徐
々
に
認
識
さ
れ（

41
）

、
ケ
レ
ン
バ
ー
ガ
ー
総
裁
の
ス

（
九
三
八
）

核
兵
器
に
関
す
る
国
際
法
と
赤
十
字
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
試
み
（
河
合
）

一
五

ピ
ー
チ
も
そ
の
表
れ
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
二
〇
一
四
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
「
核
兵
器
の
人
道
的
影
響
に
関
す
る
会
議
」
が
オ
ス

ロ
、
ナ
ヤ
リ
ト
、
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
、「
人
道
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
が
発
展
し
、
国
家
、
国
際
機
関
、
非
政
府
組
織
な
ど
の
様
々

な
団
体
が
、
核
兵
器
の
使
用
に
よ
る
破
滅
的
な
人
道
的
影
響
を
考
慮
し
、
核
兵
器
の
全
面
禁
止
を
と
な
え
る
よ
う
に
な
っ
た（

42
）

。
そ
の
結

果
と
し
て
成
立
し
た
の
が
、
核
兵
器
禁
止
条
約
で
あ
っ
た
。

第
三
章

　
考
察

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
核
兵
器
に
関
す
る
条
約
は
当
初
、
地
域
の
条
約
を
除
け
ば
、
実
験
と
保
有
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
あ
り
、

全
面
的
な
禁
止
は
二
〇
一
七
年
の
核
兵
器
禁
止
条
約
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
赤
十
字
は
核
兵
器
の
禁
止
を
望
み
つ
つ
も
、
そ

れ
が
実
現
す
る
の
に
は
七
〇
年
か
か
っ
た
。
本
章
で
は
赤
十
字
の
核
兵
器
に
関
す
る
対
応
を
四
つ
の
段
階
に
分
け
て
、
赤
十
字
の
姿
勢
を

考
察
す
る
。

第
一
段
階
は
、
戦
後
直
後
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
は
赤
十
字
は
非
常
に
積
極
的
に
核
兵
器
禁
止
を
望
み
、
ま
た
発
言
を
し
て
い
た
。
赤

十
字
は
原
爆
が
広
島
、
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
直
後
、
救
護
活
動
を
行
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
組
織
的
に
行
っ
た
国
際
的
な
非
政
府

組
織
は
お
そ
ら
く
赤
十
字
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
体
験
を
も
と
に
積
極
的
な
発
言
を
し
た
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
前
述
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
で
開
催
さ
れ
た
赤
十
字
国
際
会
議
に
お
け
る
決
議
や
、
あ
る
い
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
締
結
後
の
ア
ピ
ー
ル
は
そ
の
表
れ
と
い
え
よ
う
。

第
二
段
階
は
沈
黙
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
赤
十
字
が
積
極
的
に
核
兵
器
の
廃
絶
を
具
体
的
に
求
め
る
か
わ
り
に
、
民
間
人
へ
の
空
襲

ま
た
は
無
差
別
攻
撃
の
禁
止
な
ど
個
別
具
体
的
な
目
標
設
定
を
と
お
し
て
、
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、
あ
る
い
は
核
兵
器

（
九
三
九
）
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八
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一
六

が
使
用
さ
れ
た
場
合
の
惨
禍
を
少
な
く
し
よ
う
と
し
た
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
九
五
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ

を
端
的
に
表
し
た
の
が
、
日
本
赤
十
字
社
が
約
一
〇
年
お
き
に
自
社
の
活
動
を
ま
と
め
、
出
版
し
て
い
る
『
日
本
赤
十
字
社
社
史
稿
』
の

記
述
で
あ
る（

43
）

。

こ
れ
〔
一
九
五
四
年
の
ビ
キ
ニ
実
験
〕
よ
り
さ
き
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
下
で
は
、
核
兵
器
の
禁

止
を
実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
問
題
は
政
治
的
要
素
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
真
っ
向
か
ら
禁
止
の
線
を
う
ち
出
す

こ
と
は
避
け
て
、
赤
十
字
の
可
能
な
範
囲
で
、
ど
う
す
れ
ば
一
般
文
民
、
傷
病
者
、
捕
虜
、
病
院
そ
の
他
の
施
設
な
ど
の
保
護
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
こ
の
こ
と
を
目
的
と
し
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
の
趣
旨
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
研
究
す
る

こ
と
に
な
り
、
各
国
か
ら
専
門
家
を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
招
集
し
て
空
戦
や
盲
目
的
武
器
か
ら
文
民
や
中
立
施
設
を
法
的
に
保
護
す
る
方

法
を
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

44
）

。

こ
の
記
述
か
ら
い
く
つ
か
の
点
が
読
み
取
れ
る
。
一
つ
は
、
核
兵
器
の
禁
止
が
政
治
的
要
素
を
含
ん
で
お
り
、
中
立
で
あ
る
赤
十
字
は

こ
の
問
題
を
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
の
を
避
け
た
こ
と
で
あ
る
。
赤
十
字
は
長
い
間
、
武
力
紛
争
に
当
事
者
と
し
て
か
か
わ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
他
の
政
治
的
な
議
論
に
も
関
与
し
な
い
で
中
立
を
貫
い
て
き
た
が
、
そ
れ
は
一
九
六
五
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ

れ
た
第
二
十
回
赤
十
字
国
際
会
議
に
お
い
て
正
式
に
「
国
際
赤
十
字
運
動
の
基
本
原
則
」
の
一
つ
と
し
て
採
択
さ
れ
た（

45
）

。
中
立
の
原
則

は
、「
す
べ
て
の
人
か
ら
い
つ
も
信
頼
を
受
け
る
た
め
に
、
赤
十
字
・
赤
新
月
は
、
戦
闘
行
為
の
時
い
ず
れ
の
側
に
も
加
わ
る
こ
と
を
控

え
、
い
か
な
る
場
合
に
も
政
治
的
、
人
種
的
、
宗
教
的
ま
た
は
思
想
的
性
格
の
紛
争
に
は
参
加
し
な
い
。」
と
現
在
、
規
定
さ
れ
て
い
る（

46
）

。

（
九
四
〇
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
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第
四
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（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
六

が
使
用
さ
れ
た
場
合
の
惨
禍
を
少
な
く
し
よ
う
と
し
た
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
九
五
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ

を
端
的
に
表
し
た
の
が
、
日
本
赤
十
字
社
が
約
一
〇
年
お
き
に
自
社
の
活
動
を
ま
と
め
、
出
版
し
て
い
る
『
日
本
赤
十
字
社
社
史
稿
』
の

記
述
で
あ
る（

43
）

。

こ
れ
〔
一
九
五
四
年
の
ビ
キ
ニ
実
験
〕
よ
り
さ
き
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
下
で
は
、
核
兵
器
の
禁

止
を
実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
問
題
は
政
治
的
要
素
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
真
っ
向
か
ら
禁
止
の
線
を
う
ち
出
す

こ
と
は
避
け
て
、
赤
十
字
の
可
能
な
範
囲
で
、
ど
う
す
れ
ば
一
般
文
民
、
傷
病
者
、
捕
虜
、
病
院
そ
の
他
の
施
設
な
ど
の
保
護
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
こ
の
こ
と
を
目
的
と
し
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
の
趣
旨
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
研
究
す
る

こ
と
に
な
り
、
各
国
か
ら
専
門
家
を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
招
集
し
て
空
戦
や
盲
目
的
武
器
か
ら
文
民
や
中
立
施
設
を
法
的
に
保
護
す
る
方

法
を
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

44
）

。

こ
の
記
述
か
ら
い
く
つ
か
の
点
が
読
み
取
れ
る
。
一
つ
は
、
核
兵
器
の
禁
止
が
政
治
的
要
素
を
含
ん
で
お
り
、
中
立
で
あ
る
赤
十
字
は

こ
の
問
題
を
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
の
を
避
け
た
こ
と
で
あ
る
。
赤
十
字
は
長
い
間
、
武
力
紛
争
に
当
事
者
と
し
て
か
か
わ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
他
の
政
治
的
な
議
論
に
も
関
与
し
な
い
で
中
立
を
貫
い
て
き
た
が
、
そ
れ
は
一
九
六
五
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ

れ
た
第
二
十
回
赤
十
字
国
際
会
議
に
お
い
て
正
式
に
「
国
際
赤
十
字
運
動
の
基
本
原
則
」
の
一
つ
と
し
て
採
択
さ
れ
た（

45
）

。
中
立
の
原
則

は
、「
す
べ
て
の
人
か
ら
い
つ
も
信
頼
を
受
け
る
た
め
に
、
赤
十
字
・
赤
新
月
は
、
戦
闘
行
為
の
時
い
ず
れ
の
側
に
も
加
わ
る
こ
と
を
控

え
、
い
か
な
る
場
合
に
も
政
治
的
、
人
種
的
、
宗
教
的
ま
た
は
思
想
的
性
格
の
紛
争
に
は
参
加
し
な
い
。」
と
現
在
、
規
定
さ
れ
て
い
る（

46
）

。

（
九
四
〇
）

核
兵
器
に
関
す
る
国
際
法
と
赤
十
字
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
試
み
（
河
合
）

一
七

こ
の
記
述
が
な
さ
れ
た
当
時
は
ま
だ
こ
の
中
立
の
原
則
は
な
か
っ
た
が
、
中
立
は
そ
の
創
設
以
来
、
長
く
赤
十
字
が
遵
守
し
て
き
た（

47
）

。

赤
十
字
は
戦
争
に
お
い
て
も
、
そ
の
是
非
を
問
う
こ
と
は
な
く
、
戦
争
の
す
べ
て
の
当
事
国
か
ら
信
頼
を
え
て
、
人
道
的
活
動
を
行
う
こ

と
に
注
力
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
上
の
活
動
、
特
に
捕
虜
訪
問
を
行
う
場
合
、
そ
こ
で
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
違
反
の
行

為
を
見
聞
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
当
該
政
府
を
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
、
秘
密
の
報
告

書
に
よ
り
政
府
に
状
況
の
改
善
を
要
請
す
る（

48
）

。

赤
十
字
は
戦
時
と
同
様
、
平
時
も
中
立
の
原
則
の
も
と
、
政
治
的
問
題
や
宗
教
的
問
題
に
関
与
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、

そ
の
よ
う
な
問
題
に
関
わ
る
こ
と
で
、
政
府
を
批
判
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
人
道
的
活
動
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ

と
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
核
兵
器
の
問
題
も
極
め
て
政
治
的
・
軍
事
的
な
問
題
で
あ
り
、
核
兵
器
全
廃
を
求
め
る
こ
と
は
核
兵
器
を
持
つ

国
々
を
批
判
し
た
と
と
ら
れ
か
ね
な
い
。
し
か
も
核
兵
器
国
は
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
で
あ
る
の
で
、
そ
の
国
際
政
治
に
お
け

る
影
響
力
は
大
き
く
、
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
活
動
も
こ
れ
ら
の
国
々
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
が
最
大
の
支
援
国
で
あ
る
こ
と

は
見
逃
せ
な
い（

49
）

。

赤
十
字
に
と
っ
て
核
兵
器
の
問
題
に
つ
い
て
国
際
社
会
に
訴
え
か
け
る
契
機
た
り
え
た
の
は
、
前
述
の
一
九
七
四
年
か
ら
七
七
年
ま
で

開
催
さ
れ
た
外
交
会
議
で
あ
ろ
う
。
こ
の
外
交
会
議
の
成
果
で
あ
る
第
一
追
加
議
定
書
は
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
を
保
護
す
る
「
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
法
」
だ
け
で
は
な
く
、
戦
闘
の
手
段
お
よ
び
方
法
を
規
定
す
る
「
ハ
ー
グ
法
」
も
含
ん
で
い
る
点
が
画
期
的
で
あ
り
、
核
兵
器
に
つ
い

て
も
取
り
上
げ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
と
お
り
、
外
交
会
議
で
は
政
府
代
表
者
は
こ
の
問
題

を
扱
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
赤
十
字
の
『
コ
ン
メ
ン
タ
リ
ー
』
も
こ
の
こ
と
に
ふ
れ
、
核
兵
器
に
も
慣
習
法
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ

れ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
は
後
の
赤
十
字
の
積
極
的
な
態
度
と
比
べ
る
と
抑
制
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
九
四
一
）
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一
八

こ
の
よ
う
に
、
赤
十
字
は
米
ソ
冷
戦
と
重
な
る
約
四
〇
年
間
、
可
能
な
分
野
に
お
け
る
核
兵
器
の
使
用
の
抑
制
に
注
視
し
、
核
兵
器
の

全
廃
を
規
定
す
る
条
約
の
提
案
の
よ
う
に
、
政
治
的
に
大
き
な
問
題
と
と
ら
れ
か
ね
な
い
こ
と
は
避
け
た
と
い
う
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

第
三
の
段
階
は
一
九
九
五
年
に
出
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
少
し
で
は
あ
る
が
赤
十
字
も
積
極
的
な
発
言
を

し
始
め
た
こ
と
が
、
そ
の
声
明
か
ら
見
て
取
れ
る
。
そ
の
前
に
お
い
て
は
、
民
間
人
へ
の
無
差
別
攻
撃
や
、
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護

な
ど
の
個
別
の
観
点
か
ら
核
兵
器
の
問
題
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
赤
十
字
が
、
広
く
国
際
人
道
法
あ
る
い
は
そ
の
原
則
に
言
及
し
始
め
た

の
で
あ
る
。
前
述
の
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
国
連
総
会
で
の
声
明
で
は
、
核
兵
器
の
使
用
が
国
際
人
道
法
の
ル
ー
ル
と
両
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
、

婉
曲
的
で
は
あ
る
が
、
国
際
人
道
法
の
ル
ー
ル
に
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
二
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
声
明
も
基
本
的
に
は
国
連
総
会

で
の
声
明
と
同
じ
で
あ
る
が
、
区
別
原
則
や
均
衡
性
の
原
則
に
加
え
、
過
度
な
傷
害
や
不
必
要
な
苦
痛
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
強

調
し
、
よ
り
人
道
面
に
お
け
る
核
兵
器
の
問
題
を
強
調
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
勧
告
的
意
見
に
影
響
さ
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
赤
十
字
が
核
兵
器
の
保
有
は
も
と
よ
り
使
用
も
禁
止
す
る
条
約
の
採
択
を
提
唱
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
立
場
は
実
現
可

能
か
も
し
れ
な
い
、
核
兵
器
に
対
す
る
個
々
具
体
的
な
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
る
こ
と
か
ら
、
後
に
つ
な
が
る
よ
う
な
人
道
的
な
理
由
か

ら
核
兵
器
の
問
題
を
扱
う
よ
う
に
変
化
し
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
最
後
の
段
階
は
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
〇
年
の
オ
バ
マ
演
説
と
核
兵
器
不
拡
散
条
約
再
検
討
会
議
を
契
機
と
し
た
、
核
兵
器
全

廃
条
約
へ
の
赤
十
字
の
積
極
的
な
取
り
組
み
と
、
そ
れ
に
続
く
条
約
の
採
択
で
あ
ろ
う
。
中
立
の
原
則
か
ら
核
兵
器
廃
絶
へ
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
を
避
け
て
き
た
赤
十
字
が
、
一
九
九
五
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
を
経
て
人
道
的
な
面
か
ら
核
兵
器
の
問
題
を
見
る
よ
う
に

な
り
、
そ
し
て
、
核
兵
器
全
廃
を
求
め
る
国
際
的
な
環
境
が
形
成
さ
れ
る
な
か
で
、
赤
十
字
も
こ
れ
ま
で
よ
り
一
歩
踏
み
込
み
、
核
兵
器

を
人
道
的
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
核
兵
器
の
一
般
的
な
禁
止
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
述
の
と
お
り
、
二
〇
一
〇
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

（
九
四
二
）
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二
〇
二
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一
八

こ
の
よ
う
に
、
赤
十
字
は
米
ソ
冷
戦
と
重
な
る
約
四
〇
年
間
、
可
能
な
分
野
に
お
け
る
核
兵
器
の
使
用
の
抑
制
に
注
視
し
、
核
兵
器
の

全
廃
を
規
定
す
る
条
約
の
提
案
の
よ
う
に
、
政
治
的
に
大
き
な
問
題
と
と
ら
れ
か
ね
な
い
こ
と
は
避
け
た
と
い
う
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

第
三
の
段
階
は
一
九
九
五
年
に
出
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
少
し
で
は
あ
る
が
赤
十
字
も
積
極
的
な
発
言
を

し
始
め
た
こ
と
が
、
そ
の
声
明
か
ら
見
て
取
れ
る
。
そ
の
前
に
お
い
て
は
、
民
間
人
へ
の
無
差
別
攻
撃
や
、
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護

な
ど
の
個
別
の
観
点
か
ら
核
兵
器
の
問
題
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
赤
十
字
が
、
広
く
国
際
人
道
法
あ
る
い
は
そ
の
原
則
に
言
及
し
始
め
た

の
で
あ
る
。
前
述
の
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
国
連
総
会
で
の
声
明
で
は
、
核
兵
器
の
使
用
が
国
際
人
道
法
の
ル
ー
ル
と
両
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
、

婉
曲
的
で
は
あ
る
が
、
国
際
人
道
法
の
ル
ー
ル
に
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
二
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
声
明
も
基
本
的
に
は
国
連
総
会

で
の
声
明
と
同
じ
で
あ
る
が
、
区
別
原
則
や
均
衡
性
の
原
則
に
加
え
、
過
度
な
傷
害
や
不
必
要
な
苦
痛
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
強

調
し
、
よ
り
人
道
面
に
お
け
る
核
兵
器
の
問
題
を
強
調
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
勧
告
的
意
見
に
影
響
さ
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
赤
十
字
が
核
兵
器
の
保
有
は
も
と
よ
り
使
用
も
禁
止
す
る
条
約
の
採
択
を
提
唱
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
立
場
は
実
現
可

能
か
も
し
れ
な
い
、
核
兵
器
に
対
す
る
個
々
具
体
的
な
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
る
こ
と
か
ら
、
後
に
つ
な
が
る
よ
う
な
人
道
的
な
理
由
か

ら
核
兵
器
の
問
題
を
扱
う
よ
う
に
変
化
し
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
最
後
の
段
階
は
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
〇
年
の
オ
バ
マ
演
説
と
核
兵
器
不
拡
散
条
約
再
検
討
会
議
を
契
機
と
し
た
、
核
兵
器
全

廃
条
約
へ
の
赤
十
字
の
積
極
的
な
取
り
組
み
と
、
そ
れ
に
続
く
条
約
の
採
択
で
あ
ろ
う
。
中
立
の
原
則
か
ら
核
兵
器
廃
絶
へ
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
を
避
け
て
き
た
赤
十
字
が
、
一
九
九
五
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
を
経
て
人
道
的
な
面
か
ら
核
兵
器
の
問
題
を
見
る
よ
う
に

な
り
、
そ
し
て
、
核
兵
器
全
廃
を
求
め
る
国
際
的
な
環
境
が
形
成
さ
れ
る
な
か
で
、
赤
十
字
も
こ
れ
ま
で
よ
り
一
歩
踏
み
込
み
、
核
兵
器

を
人
道
的
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
核
兵
器
の
一
般
的
な
禁
止
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
述
の
と
お
り
、
二
〇
一
〇
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

（
九
四
二
）

核
兵
器
に
関
す
る
国
際
法
と
赤
十
字
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
試
み
（
河
合
）

一
九

の
ケ
レ
ン
バ
ー
ガ
ー
総
裁
は
、
核
兵
器
の
問
題
を
軍
事
的
、
政
治
的
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
人
道
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
る
旨
の
発
言
を
し
た
。
こ
れ
は
、
一
九
九
五
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
後
に
だ
さ
れ
た
、
核
兵
器
の
使
用
が
国
際
人
道
法
の
原
則
等

に
反
す
る
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
見
解
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
核
兵
器
の
問
題
を
軍
事
的
、
政
治
的
問
題
か
ら
人
道
的
問
題
と
し

て
と
ら
え
る
こ
と
に
言
及
し
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。

人
道
的
側
面
か
ら
核
兵
器
の
問
題
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
道
の
原
則
を
そ
の
諸
原
則
の
第
一
に
掲
げ
る
赤
十
字
が
と
り
う
る
道
は
、

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
条
約
の
採
択
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
く
、
ま
た
実
際
に
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
。
核
兵
器
の
問
題
に
つ

い
て
い
え
ば
、
中
立
の
原
則
よ
り
人
道
の
原
則
が
ま
さ
り
、
赤
十
字
は
積
極
的
な
行
動
を
と
っ
た
と
い
え
よ
う
。
齊
藤
の
「
中
立
の
赤
十

字
が
高
度
に
政
治
的
な
側
面
も
は
ら
む
核
兵
器
を
、
そ
の
「
い
か
な
る
使
用
も
国
際
人
道
法
に
合
致
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
断

じ
、「
共
通
の
人
道
（our com

m
on heritage

）
へ
の
挑
戦
」
と
位
置
付
け
た
こ
と
は
国
際
社
会
に
お
い
て
注
目
を
浴
び
る
出
来
事
と
な
っ

た
」
と
い
う
意
見
は
ま
さ
に
当
を
得
て
い
る
と
い
え
よ
う（

50
）

。

お
わ
り
に

赤
十
字
は
世
界
最
大
の
人
道
団
体
と
し
て
一
五
〇
年
以
上
の
間
、
世
界
各
地
で
戦
争
の
犠
牲
者
を
保
護
す
る
活
動
を
行
い
、
そ
の
活
動

に
は
原
爆
投
下
に
よ
る
犠
牲
者
の
救
護
活
動
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
次
大
戦
直
後
は
核
兵
器
の
禁
止
に
つ
い
て
積
極
的
な
発

言
を
行
っ
た
赤
十
字
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
か
ら
徐
々
に
そ
の
積
極
的
な
姿
勢
は
変
化
し
、
中
立
の
原
則
か
ら
政
治
的
な
問
題
に
な

る
こ
と
を
避
け
、
一
般
的
な
核
兵
器
の
禁
止
よ
り
も
、
核
兵
器
に
関
連
し
た
具
体
的
な
問
題
に
特
化
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

（
九
四
三
）
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二
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二
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二
〇

も
っ
と
も
そ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
一
九
九
五
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
よ
る
勧
告
的
意
見
で
変
化
し
、
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
〇
年
の
国
際

情
勢
に
も
あ
わ
せ
て
、
核
兵
器
の
問
題
を
人
道
的
な
問
題
と
認
識
し
、
核
兵
器
全
廃
を
志
向
し
た
。
そ
し
て
そ
の
成
果
が
核
兵
器
禁
止
条

約
の
採
択
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
核
兵
器
の
問
題
は
こ
の
条
約
で
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
核
兵
器
国
お
よ
び
そ
れ
ら
に
同
調
す
る
国
々
と
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
賛
成
す
る
国
々
の
溝
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
も
確
か
で
あ
る
。
加
え
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
は
発
効
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
た
め
、
発
効
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
発
効
し
た
と
し
て
も
、
核
兵
器
国
が
条
約
に
加
入
す
る
可
能
性
は
低
い
た
め
、
条
約
の
実
効

性
は
低
い
と
い
え
よ
う
。
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
を
主
張
し
た
赤
十
字
は
、
国
際
人
道
法
の
普
及
活
動
や
各
国
政
府
へ
の
働
き
か
け
な

ど
を
と
お
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
る
よ
う
に
行
動
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
赤
十
字
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
が
む
し
ろ
重
要
と
な
ろ
う
。

な
お
本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
（「
大
災
害
に
お
け
る
被
害
者
救
済
シ
ス
テ
ム
構
築
～
原
子
力
災
害
に
関
す
る
法
制
を

素
材
と
し
て
～
」、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）17K

12624

）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

（
1
） 

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
核
兵
器
の
禁
止
に
関
す
る
条
約
（
暫
定
的
な
仮
訳
）」https://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/files/000433139.pdf

に

よ
る
（
二
〇
二
〇
年
二
月
一
六
日
閲
覧
）。

（
2
） 

二
〇
一
七
年
七
月
七
日
現
在
、
三
四
カ
国
が
締
約
国
で
あ
る
。T

reaties, S
tates P

arties and C
om

m
entaries, IC

R
C

 H
om

epage, 

https://ihl-databases.icrc.org/ihl

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
六
日
閲
覧
）。

（
3
） 

赤
十
字
に
お
い
て
は
、
赤
十
字
は
単
な
る
組
織
で
は
な
く
、
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
運
動
と
い
う
運
動
体
を
指
す
と
し
て
い
る
。

（
4
） U

nited N
ations O

ffi
ce for D

isarm
am

ent A
ffairs, T

reaties D
atabase H

om
e, T

reaty B
anning N

uclear W
eapon T

ests in the 

（
九
四
四
）
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勢
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九
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の
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Ｃ
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に
よ
る
勧
告
的
意
見
で
変
化
し
、
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
〇
年
の
国
際

情
勢
に
も
あ
わ
せ
て
、
核
兵
器
の
問
題
を
人
道
的
な
問
題
と
認
識
し
、
核
兵
器
全
廃
を
志
向
し
た
。
そ
し
て
そ
の
成
果
が
核
兵
器
禁
止
条

約
の
採
択
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
核
兵
器
の
問
題
は
こ
の
条
約
で
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
核
兵
器
国
お
よ
び
そ
れ
ら
に
同
調
す
る
国
々
と
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
賛
成
す
る
国
々
の
溝
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
も
確
か
で
あ
る
。
加
え
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
は
発
効
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
た
め
、
発
効
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
発
効
し
た
と
し
て
も
、
核
兵
器
国
が
条
約
に
加
入
す
る
可
能
性
は
低
い
た
め
、
条
約
の
実
効

性
は
低
い
と
い
え
よ
う
。
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
を
主
張
し
た
赤
十
字
は
、
国
際
人
道
法
の
普
及
活
動
や
各
国
政
府
へ
の
働
き
か
け
な

ど
を
と
お
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
る
よ
う
に
行
動
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
赤
十
字
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
が
む
し
ろ
重
要
と
な
ろ
う
。

な
お
本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
（「
大
災
害
に
お
け
る
被
害
者
救
済
シ
ス
テ
ム
構
築
～
原
子
力
災
害
に
関
す
る
法
制
を

素
材
と
し
て
～
」、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）17K

12624

）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

（
1
） 

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
核
兵
器
の
禁
止
に
関
す
る
条
約
（
暫
定
的
な
仮
訳
）」https://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/files/000433139.pdf

に

よ
る
（
二
〇
二
〇
年
二
月
一
六
日
閲
覧
）。

（
2
） 

二
〇
一
七
年
七
月
七
日
現
在
、
三
四
カ
国
が
締
約
国
で
あ
る
。T

reaties, S
tates P

arties and C
om

m
entaries, IC

R
C

 H
om

epage, 

https://ihl-databases.icrc.org/ihl

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
六
日
閲
覧
）。

（
3
） 

赤
十
字
に
お
い
て
は
、
赤
十
字
は
単
な
る
組
織
で
は
な
く
、
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
運
動
と
い
う
運
動
体
を
指
す
と
し
て
い
る
。

（
4
） U

nited N
ations O

ffi
ce for D

isarm
am

ent A
ffairs, T

reaties D
atabase H

om
e, T

reaty B
anning N

uclear W
eapon T

ests in the 

（
九
四
四
）

核
兵
器
に
関
す
る
国
際
法
と
赤
十
字
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
試
み
（
河
合
）

二
一

A
tm

osphere, in O
uter S

pace and U
nder W

ater, https://disarm
am

ent.un.org/treaties/t/test_ban

（
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
九
日
閲
覧
）。

（
5
） 

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（C

T
B

T

）
概
要
」https://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/kaku/ctbt/gaiyo.htm
l

（
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
九
日
閲
覧
）。

（
6
） 
第
九
条
三
に
「
核
兵
器
国
」
の
規
定
が
あ
り
、
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
の
義
務
が
そ
れ
ぞ
れ
第
一
条
、
第
二
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

本
稿
に
お
い
て
核
兵
器
国
と
い
っ
た
場
合
は
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
が
規
定
し
て
い
る
核
兵
器
国
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

（
7
） 

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
お
け
る
締
約
国
（
１
９
１
か
国
）（
２
０
１
７
年
４
月
現
在
）（
出
典
：
国
連
軍
縮
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）」

https://w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/files/000249745.pdf

（
二
〇
一
九
年
一
二
月
三
〇
日
閲
覧
）。

（
8
） 

た
と
え
ば
国
連
軍
縮
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
た
締
約
国
リ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
る
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
北
朝
鮮
を
締
約
国
と
し
て
い

る
。
同
右
。

（
9
） 

南
極
条
約
の
締
約
国
は
二
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〇
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。
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。
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。
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あ
る
。
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。
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す
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。
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